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相談機関 内　容 問い合わせ

伊賀市
障がい者相談
支援センター

市が設置している相談専門機関で、市役所本庁舎にあります。
障害者手帳のあるなしに関わらず、障がいのある人やその家族
からの相談に応じます。
障害福祉サービスの利用や困っていることがある場合はお問い
合わせください。

伊賀市障がい者相談支援セ
ンター（福祉相談調整課内）
☎26-7725　FAX22-9674
　 iga-syougai1@ict.jp

伊賀市
障がい者相談員

市の委嘱で活動している相談員です。
自身の経験をもとにアドバイスをします。

【身　体】　赤井　聖功（阿保）・橋本　たきこ（久米町）
　　　　   浜口　恵美子（緑ケ丘本町）・福澤　正志（依那具）
　            福地　申大（富永）・福本　紀昭（緑ケ丘本町）
【知　的】　海野　啓子（緑ケ丘西町）・野田　一尊（東高倉）
            　藤島　恒久（中柘植）
【精　神】　矢野　真砂子（桐ケ丘一丁目）

障がい福祉課
　 shougai@city.iga.lg.jp

～障がい福祉に関する相談機関を設けています～
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と
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。
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。
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。
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困
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①
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来
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し

水道管の冬支度をしましょう
◆ 凍結・破損事故を防ぐために

　本格的な寒波が訪れる時期にな
りました。
　気温がマイナス４度以下になる
と水道管の中の水が凍るといわれ
ており、毎年この時期には、各所
で水道管の凍結や破損事故などが
頻発し、十分な給水ができないこ
とがあります。
　このような事故を防ぐため、水

道管の防寒準備をお願いします。
≪防寒材の取り付け方≫
　むき出しになっている水道管や蛇口に、保温材・古
い毛布・布きれなどを巻きつけ、その上からビニール
テープなどを巻いて保護してください。
○水道管が凍って水が出ないときは…
　凍ったと思われる水道管の露出した部分に、タオル
などをかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯をかけ
てください。
　急に熱湯をかけると、水道管や蛇口が破損すること
がありますので注意してください。
○水道管や蛇口が破損したときは…
　まず、量水器 ( メーター ) のそばにある止水栓を止
めてください。

　止水栓がわからなかったり、止められないときは、
破損した部分に布やテープなどを巻きつけて応急処置
をし、市の水道指定工事店へ修理を依頼してください。
※量水器（メーター）より内線（宅内）側で、破損（漏
　水）により発生した水道の料金はお客様負担となり
　ます。
※水道指定工事店について、詳しくは「伊賀市くらし
　のガイドブック」99 ページをご覧ください。

【問い合わせ】
○漏水・給水工事について
　上下水道部水道工務課
○開閉栓・検針・料金について
　伊賀市水道お客様センター
　☎ 24-0013　FAX   24-0007

【問い合わせ】上下水道部水道工務課
　☎ 24-0002　FAX   24-0006

子どもの医療費助成制度
◆ 平成 30 年４月から制度が変わります

【問い合わせ】保険年金課
　☎ 22-9660　FAX   26-0151

　子育て支援の一環として、平成 30 年４月から制度
が次のとおり変わります。
◆０歳から６歳（就学前の子ども）の伊賀市・名張
　市内の医療機関での窓口負担をなくします
【対象者】
　市内に在住の就学前の子どもで、伊賀市福祉医療費
受給資格を持っていること（種別が「子ども」か「一
人親家庭等」）
【対象となる費用】
　伊賀市・名張市内の医療機関（医科・歯科・調剤薬
局）で受診した保険適用分の医療費
＊入院時の食事代・予防接種・検診・スポーツ保険適
　用の医療費などは対象になりませんので、窓口での
　支払いが必要です。

◆０歳から６歳までの子どもの受給資格取得にかか
　る所得制限をなくします
　これまで保護者の所得制限で受給資格を持っていな
い子どもは資格取得申請が必要です。
　対象者には１月下旬に申請書などを送りますので、
期限内に申請してください。

【水道お客様センターからのお知らせ】
　水道の開栓・閉栓は、土・日
曜日、祝日と年末年始（12 月
29 日～１月３日）は取り扱って
いませんので注意してください。
　また、長期間留守にする場合は
止水栓を閉めるなどの対応をお
勧めします。

※就学前の子どもは、平成 30 年
　４月から新しい受給資格証（２
　色の証）に変わります。新しい
　資格証の発行の手続きは必要あ
　りません。
※新しい受給資格証は３月中旬に
　郵送します。

＊


